
　広報きたあきた　20．８．１  ６�

長岐貞治顕彰碑移設記念式典�

　
こ
の
顕
彰
碑
は
、明
治
45
年
４
月
に
県

畜
産
牛
馬
組
合
長
伊
藤
恭
之
助
が
、組
合

事
務
所
が
あ
っ
た
秋
田
市
寺
内
に
長
岐

氏
の
功
労
を
称
え
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、昭
和
19
年
に
組
合
事
務
所
の
移

転
と
と
も
に
秋
田
市
千
秋
公
園
内
に
移

設
さ
れ
、さ
ら
に
昭
和
49
年
に
旧
河
辺
町

の
県
畜
産
連
市
場
入
口
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。顕
彰
碑
の
碑
文
に
は
、長
岐
氏
の

畜
産
会
に
お
け
る
功
績
が
５
３
７
文
字

に
渡
っ
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
顕
彰
碑
の
移
転
に
つ
い
て
は
、平
成
16

年
に
七
日
市
地
区
懇
談
会
で
旧
鷹
巣
町

内
へ
の
移
転
の
意
見
が
挙
が
り
、平
成
19

年
11
月
に
第
１
回
長
岐
貞
治
顕
彰
碑
移

設
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、協
議
に
よ

り
長
岐
邸
へ
の
移
設
が
適
当
と
決
定
し

ま
し
た
。そ
の
後
、同
年
12
月
に
長
岐
邸

庭
園
に
移
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
記
念
式
典
に
は
、長
岐
家
代
表
の
栗
林

悦
子
さ
ん（
秋
田
市
在
住
）、秋
田
県
畜
産

農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
加
藤
義
康
代

表
理
事
会
長
ほ
か
畜
産
関
係
者
、鈴
木
茂

雄
・
市
議
会
議
員
、移
設
実
行
委
員
会
の

成
田
節
治
・
顕
彰
碑
移
設
実
行
委
員
長
ほ

か
移
設
事
業
に
関
わ
っ
た
方
々
、地
元
七

日
市
地
区
住
民
な
ど
約
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
成
田
節
治
委
員
長
が
、「
明

治
45
年
に
建
立
さ
れ
て
３
度
の
移
転
と

な
る
。私
も
平
成
10
年
に
旧
河
辺
町
で
初

め
て
見
た
が
、長
岐
翁
の
偉
大
な
功
績
を

改
め
て
実
感
し
た
。皆
さ
ん
の
協
力
の
お

か
げ
で
移
設
す
る
こ
と
が
で
き
、深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。文
化
財
と
し
て
歴
史
を

学
ぶ
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
代
表
者
に
よ
っ
て
記
念
碑
の
除
幕
が

お
こ
な
わ
れ
た
後
、長
岐
家
代
表
の
栗
原

悦
子
さ
ん
は
、「
親
族
の
間
で
も
顕
彰
碑

の
こ
と
は
ず
っ
と
気
に
か
か
っ
て
い
た
。

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、無
事
に

安
住
の
地
に
移
設
し
て
い
た
だ
き
親
族

も
安
心
し
て
お
り
、大
変
あ
り
が
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
」と
感
謝
の
こ
と
ば
を
伝

え
ま
し
た
。�

　
記
念
式
典
の
後
、顕
彰
碑
移
設
実
行
委

員
で
郷
土
史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
鈴
木

敏
雄
さ
ん（
74
歳
・
舟
見
町
）が
、「
長
岐
貞

治
の
功
績
に
つ
い
て
」と
題
し
講
話
を
行

い
、出
席
者
ら
が
偉
大
な
先
人
の
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。�

　
秋
田
県
畜
産
の
先
駆
者
と
し
て
功
績
を
残
し
た
七
日
市
長
岐
家
の
11
代

目
長
岐
貞
治
氏
の
顕
彰
碑
が
、旧
河
辺
町
よ
り
七
日
市
の
長
岐
邸
庭
園
に
移

設
さ
れ
、７
月
15
日
に
同
庭
園
で
顕
彰
碑
移
設
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
岐
貞
治
顕
彰
碑
移
設
記
念
式
典�

▲現在も、江戸期の肝煎屋敷のただずまいを見せている長岐邸

▲明治45年（1912年）、秋田市寺内に建立された際の除幕
式の様子。多くの人が紋付袴で正装して参加していること
から、貞治の功績に敬意を表していることがうかがえる

▲長岐邸で行われた除幕の様子

きもいりやしき
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七日市の宗家　長岐家と長岐貞治�

◇
７
月
１
日
〜
15
日

市
長
日
誌

様田トンネル

七
日
市
の
宗
家

　
長
岐
家
と
長
岐
貞
治

　
長
岐
家
は
、約
４
０
０
年
前
の
桃
山
時
代
に
す
で
に

七
日
市
で
村
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。佐
竹
氏
が
秋

田
に
入
国
し
て
か
ら
は
、代
々
肝
煎（
の
ち
の
村
長
）に

あ
げ
ら
れ
、特
に
５
代
甚
之
丞
、７
代
七
左
衛
門
に
よ

る
小
猿
部
川
流
域
の
治
水
事
業
や
災
害
復
旧
な
ど
の

偉
業
が
示
す
よ
う
に
、代
々
村
民
の
生
活
向
上
に
努
め

た
村
の
宗
家
で
し
た
。　
長
岐
家
の
邸
宅「
長
岐
邸（
市

指
定
文
化
財
）」の
建
築
時
期
の
手
が
か
り
と
な
る
棟

札
に
は
文
政
13
年（
１
８
３
０
年
）と
書
か
れ
て
お
り
、

１
７
８
年
を
経
て
、今
な
お
江
戸
期
の
肝
煎
屋
敷
の
た

た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。�

　
藩
政
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、現
在
国
有
林

と
な
っ
て
い
る
秋
田
の
山
林
は
秋
田
藩
が
管
理
す
る

「
御
留
山
」で
村
人
に
よ
る
伐
採
や
利
用
が
厳
し
く
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、秋
田
藩
は
植
林
を
進

め
る
た
め
林
政
改
革
を
実
施
し
、藩
と
各
村
々
と
の
分

収
契
約
に
よ
っ
て
一
部
の
立
木
の
伐
採
、財
産
と
し
て

の
利
用
も
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、当
時
の
七
日
市
村

で
も
大
き
な
財
源
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、明
治
維
新
に
国
の
財
産
と
な
っ
た
た
め
分

収
権
は
剥
奪
さ
れ
、山
林
か
ら
は
一
切
収
益
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。明
治
32
年
、国
有
林

下
げ
戻
し
法
が
施
行
さ
れ
、分
収
契
約
や
植
樹
の
記
録

な
ど
が
確
認
で
き
れ
ば
払
い
下
げ
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、書
類
の
多
く
は
散
逸
し
た
り

国
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、行
政
訴
訟
を
し
て
も
多

く
は
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
貞
治
は
代
々
の
記
録
を
見
つ
け
出
す
と
、行
政
訴
訟

を
起
こ
し
て
何
度
も
裁
判
所
に
赴
き
、明
治
35
年
に
よ

う
や
く
奥
見
内
沢
国
有
林
の
下
げ
戻
し
が
許
可
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、能
代
挽
材
合
資
会
社（
後
の
秋
田
木

材
株
式
会
社
）に
立
木
15
万
本
を
売
却
し
、現
在
の
価

値
に
換
算
す
る
と
10
億
円
近
い
と
も
い
わ
れ
る
売
却

益
を
得
ま
し
た
。ま
た
能
代
挽
材
も
こ
の
事
業
の
成
功

で
大
き
な
利
益
を
上
げ
、40
年
に
は
秋
田
木
材
株
式
会

社
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
貞
治
は
明
治
37
年
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、後
の
村
長

ら
は
貞
治
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、こ
う
し
て
築
か
れ
た

財
産
を
村
の
産
業
振
興
、教
育
な
ど
地
域
の
た
め
に
役

立
て
ま
し
た
。明
治
41
年
に
七
日
市
村
に
設
立
さ
れ
た

郡
立
農
林
学
校（
現
在
の
県
立
鷹
巣
農
林
高
校
）も
、貞

治
が
生
前
か
ら
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
た
教
育
機
関
。

村
で
は
建
設
に
あ
た
っ
て
設
立
基
金
と
中
ノ
岱
の
敷

地
を
寄
付
、大
正
２
年
に
県
立
農
林
学
校
と
し
て
鷹
巣

町
に
移
転
す
る
ま
で
全
国
唯
一
の
農
林
業
教
育
を
中

心
と
す
る
実
業
学
校
と
し
て
名
声
を
は
せ
ま
し
た
。�

▲長岐貞治（1849-1904）

２
日（
水
）▽
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

会
に
出
席（
市
役
所
分
庁
舎
）�

３
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
・
議
案
説
明
、大
綱

質
疑（
議
事
堂
）▽
全
国
市
議
会
議
長
会
永
年
勤
続
表
彰
受

賞
祝
賀
会
に
出
席（
三
朋
末
廣
）�

４
日（
金
）▽
北
秋
田
市
納
税
貯
蓄
組
合
鷹
巣
支
部
定
例
総
会
に
出
席

（
中
央
公
民
館
）�

５
日（
土
）▽
北
秋
田
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
会
式
に
出
席

（
合
川
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）�

６
日（
日
）▽
稲
穂
ロ
ー
ド
植
栽
に
参
加（
綴
子
農
面
道
路
）�

７
日（
月
）▽
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
と
の
災
害
協
定
調
印
式
に
出
席（
市

役
所
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
総
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

８
日（
火
）▽
新
病
院
用
務
で
厚
生
労
働
省
ほ
か
を
訪
問（
東
京
都
）�

９
日（
水
）▽
全
国
市
長
会
社
会
文
教
委
員
会
に
出
席（
東
京
都
）▽
全

国
市
長
会
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
に
出
席（
東
京
都
）�

10
日（
木
）▽
北
秋
田
市
・
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
事
業
調
整
会
議

に
出
席（
森
吉
山
ダ
ム
、市
役
所
）�

11
日（
金
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
存
続
を
考
え
る
会
と
の
懇
談
会

に
出
席（
阿
仁
支
所
）▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
出
席

（
文
化
会
館
）�

12
日（
土
）▽
第
17
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

に
出
席（
米
代
川
河
川

敷
会
場
）�

14
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
線
再

生
支
援
協
議
会
に
出

席（
阿
仁
支
所
）�

15
日（
火
）▽
県
議
会
総
務
企

画
委
員
会
の
災
害
復

旧
状
況
お
よ
び
秋
田

内
陸
線
の
視
察
調
査

へ
立
会
い（
阿
仁
前
田
、�

　
　
　
内
陸
線
乗
車
）�

▲稲穂ロード植栽に参加し、市民と苗
木を植える岸部市長（６日）

ひ
き�

〜
鈴
木
敏
雄
さ
ん
の
講
話
か
ら


